
令和７年度８月補正予算(知事専決処分)の概要

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計が合わないことがある

（財源内訳）国庫支出金 3,842 県債 1,497 分・負担金 141
繰入金(※)   3,101
※うち、災害基金繰入金 2,112 財政調整基金繰入金 988  

【補正規模】 （単位：百万円）

・現計予算額 854,０３４（①）

・８月補正予算額 ８,５８０（②）

８月補正後予算額（①＋②） 8６２,６１４（③）
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1 公共土木施設の復旧等 18億81百万円（4億90百万円）
・道路の倒木や法面崩壊による崩土処理等の応急復旧
 ・砂防施設の崩落土砂、倒木の除去等の被害拡大防止

2 農林水産業関連施設の復旧等          9億65百万円（20百万円）
 ・排水機場の応急復旧
 ・山地災害の復旧

3 その他施設の復旧等   1億59百万円（60百万円）
・県立学校の災害廃棄物の処分、施設の復旧・設計等
 ・警察施設（上天草警察署松島交番）の復旧

○ 令和7年8月10日からの大雨がもたらした甚大な被害から速やかな復旧を図るため、被災者の生活支援や迅速な復

旧・復興に着手する上で、緊急性が極めて高い事業について、補正予算を計上

令和７年度８月補正予算(知事専決処分)に係る主な事業 予算額85億80百万円(31億1百万円）
※( )内の計数は一般財源。以下同じ

1 災害救助等の実施    52億97百万円（22億60百万円）
 ・応急仮設住宅の供与、住宅の応急修理、避難所の設置・管理等の災害
 救助の実施

 ・災害弔慰金、災害見舞金の支給、災害援護資金の貸付け

2 被災者等への生活支援        18百万円（11百万円）
 ・介護支援専門員等の専門職による被災した高齢者、障がい者等への個別
 訪問を通じた早期の現状把握、関係支援機関へのつなぎの実施

 ・医師等による被災者及び支援者への心のケアの実施

Ⅰ 被災者の救済、生活支援

（内容）★…個別資料あり

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計が合わないことがある

     53億15百万円(22億70百万円)
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★

1 営農再開に向けた支援   2億11百万円（2億11百万円）
 ・生産資材等の調達や農業用機械の修繕等に要する経費への支援

Ⅱ 産業復興支援       2億11百万円(2億11百万円)

Ⅲ 社会・産業インフラの機能回復      30億4百万円(5億69百万円)

1 鉄道の被災に伴う通学者等への支援       51百万円（51百万円）
・肥薩おれんじ鉄道が行う代替バス（八代～日奈久温泉間）の運行に要する

経費への支援

Ⅳ その他       51百万円(51百万円)

★

★

★

★

★



Ⅰ-1 災害救助等の実施
【被災者の救済、生活支援】

1.災害救助事業 2.災害弔慰金事業

R7.8月の大雨で亡くなった方のご遺族への災害弔慰金、
重度の傷害を受けた方への災害傷害見舞金を支給

○全体事業費：38百万円 ○負担割合：国1/2、県1/4、市町1/4 
○事業主体 ：市町  ○事業期間：令和7年度～

R7.8月の大雨の被災者に対し、災害救助法に基づく以下の救助を実施

○全体事業費：5,195百万円 ○負担割合：国1/2～9/10、県1/2～1/10
○事業主体 ：県（委任する市町(※ )含む）
○事業期間：令和7年度～

（1）県実施の取組み（3,108百万円）
 応急仮設住宅（建設型(※ )・賃貸型）の供与、宿泊施設の提供、
公衆浴場における無料入浴サービス 等

※  全150戸整備予定（今後、変動する場合がある）

予算額52億97百万円（22億60百万円）
 [健康福祉政策課]

3.災害援護資金貸付金

家屋が全半壊した被災者等を対象に、生活の立て直し
のための資金を貸付け

○全体事業費：64百万円 ○負担割合：国2/3、県1/3 
○事業主体 ：市町（※ ） ○事業期間：令和7年度～（2）市町への支弁分（2,087百万円）

 被災家屋の応急修理、避難所運営、飲料水の供給 等

＜応急仮設住宅（建設型）イメージ＞ ＜被災の状況＞

○ 令和7年8月の記録的大雨により、全半壊や床上・床下浸水など住家にも多数の被害が発生。県内11市町村に災害
救助法が適用され、避難所の運営や飲料水の提供等を実施

○ すまいの確保が困難な被災者に対する応急仮設住宅の供与や被災家屋の応急修理といった災害救助法に基づく救
助等を実施し、被災者の痛みの最小化、早期の生活再建を図る

※ 熊本市除く1
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Ⅰ-2 被災者等への生活支援
【被災者の救済、生活支援】

1.地域支え合いセンター運営支援事業〔健康福祉政策課〕

被災市町が運営する地域支え合いセンターへの支援体制を
強化するため、県地域支え合いセンターにおける生活支援相
談員を増員

予算額18百万円（11百万円）
[健康福祉政策課、認知症施策・地域
 ケア推進課、障がい者支援課]

3.災害時の精神的ケア等体制整備事業〔障がい者支援課〕

○全体事業費：7百万円  ○負担割合：国1/2、県1/2
○事業主体 ：県        ○事業期間：令和7年度～

応急仮設住宅に居住される被災者やその支援者等に対して、
医師及び看護師による心のケアを実施

○全体事業費：3百万円  ○負担割合：県10/10
○事業主体 ：県        ○事業期間：令和7年度

2.被災高齢者等・障がい者把握事業
〔認知症施策・地域ケア推進課、障がい者支援課〕

被災した高齢者、障がい者等の状態把握、関係支援機関への
つなぎを実施

○全体事業費：8百万円 ○負担割合：国1/2、県1/2
○事業主体 ：県       ○事業期間：令和7年度

○ 令和7年8月の記録的な大雨では、避難所に避難されている方に加え、被害を受けた住居に引き続き居住されてい
る被災者が一定程度存在。避難生活による高齢者、障がい者等の心身の状態悪化が懸念されるため、被災市町へ専
門職を派遣し、被災者の心身の状態を把握した上で適切な支援機関につなぐなど、支援が必要な方を迅速かつ確実
に支援する必要がある

○ さらに、災害救助法に基づく応急仮設住宅が今後一定数整備された後、仮設住宅での生活が長期化することが想
定される。短期から中長期を通して、被災者の状況やニーズを踏まえた寄り添った支援を実施し、被災者の痛みの
最小化、早期の生活再建を図る
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Ⅱ-1 営農再開に向けた支援
【産業復興支援】

予算額2億11百万円（2億11百万円）
［農産園芸課・担い手支援課］

○ 令和7年8月10日からの大雨によって、県内の広範囲で農作物や農業用機械の冠水など、甚大な被害が発生

○ 早期営農再開に向けた生産資材等の調達、被災した農業用機械の修繕等を支援する

１ 早期営農再開支援

○全体事業費：2億円（県事業費：1億円）
○事業内容：
（1) 早期営農再開に必要な生産資材（種子・苗等）の調達の支援 72百万円
（2) 追加的な施肥や防除・消毒等の支援 27百万円
（3) 被災に伴い通常の収穫作業に加えて必要となる作業の支援 1百万円
○負担割合：県1/2等 ○事業主体：被災農業者 ○事業期間：令和7年度

２ トマト苗緊急生産・確保支援

○全体事業費：30百万円（県事業費：10百万円）
○事業内容：トマトの代替苗を確保する際の掛かりまし経費の支援
○負担割合：県1/3 ○事業主体：(一社)県野菜振興協会
○事業期間：令和7年度

３ 農業用機械・施設等復旧支援

 ○全体事業費：5億円（県事業費：1億円）
 ○事業内容：農産物の生産・出荷等に必要な農業用機械や施設の修繕・復旧の

支援
 ○負担割合：県2/10以内、市町村2/10以内 ○事業主体：被災農業者
 ○事業期間：令和7年度

＜現状・課題＞ ＜事業概要＞

萎れが進行したトマト苗

新

約1.3m
浸水

ハウス内暖房機の浸水

<苗の被害>
トマト、イチゴ、ナス等、夏から秋にかけて作付

けを行う野菜の苗が広範囲で冠水

＜農業用機械等の被害＞
冬場のハウス栽培・コメ等の収穫に必要な暖房機

やトラクター等が数多く冠水

○ 令和7年8月10日からの大雨により、野菜の苗

や農業用機械等に甚大な被害が発生し、今後の

生育や収穫に影響が出る恐れ

生産資材等の調達、被災した農業用機械の修
繕等の取組みを支援することが必要

また、速やかな植え替えが求められるトマト
について、被災農業者が早期に苗を確保できる
よう掛かりまし経費の支援が必要

○ 加えて、トマトは、主産地である八代地域

を中心に定植直前に被害が発生し、代替苗を

速やかに確保する必要がある

＜イメージ図＞

２ トマト苗緊急生産・確保支援

県 市町村 農業者
1：1/2等、
3：2/10以内

１：1/2等、
３：４/10以内

県 野菜
振興
協会

農業者苗経費の
掛かりまし
経費

2/３

市町村/
JA経済連

代替苗を通常の
単価で購入可能

代替苗を販売1/３

１ 早期営農再開支援、３ 農業用機械・施設等復旧支援
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(1)排水機場の応急復旧 [農地整備課] ８億円
⑦合津排水機場（上天草市） 79百万円 他 9箇所

(2)山地災害の復旧 [森林保全課] １億６５百万円
⑧美里町 71百万円 他4市

(1)道路の崩土・倒木撤去等[道路保全課] 
    １２億７３百万円

①上益城地域振興局管内 139箇所 6億35百万円
②県南広域本部管内   135箇所  3億円
③天草広域本部管内 75箇所 2億35百万円 他 223箇所

(2)砂防施設の崩落土砂、倒木除去等の被害拡大防止［砂防課］
６億８百万円

④大谷川（八代市） 1億80百万円
⑤畑中川（宇城市）  1億円
⑥上豊内１地区（甲佐町）  6百万円 他 27箇所

Ⅲ 社会・産業インフラの機能回復

１ 公共土木施設等の復旧（土木部）18億81百万円

○ 令和7年8月10日からの大雨によって、公共土木施設や農林水産関連施設などに被害が発生

○ ８月専決で予算化し、早急に工事へ着手することで、災害からの速やかに復旧するとともに、再度災害防止を図る

予算額30億4百万円（5億69百万円）
［土木部、農林水産部、教育委員会、警察本部］

２ 農林水産業関連施設の復旧（農林水産部）9億65百万円

(1)県立学校の災害廃棄物の処分等 [学校人事課] １０百万円

(2)県立学校の復旧・設計［施設課］１億３１百万円

(3)警察施設の復旧［警察会計課］１８百万円

３ その他施設の復旧（県立学校・警察施設）1億59百万円

①～⑥：土木部
⑦～⑧：農林水産部
⑨～⑩：県立学校・警察施設

⑨小川工業高校（体育館）

①国道218号（山都町）

⑩上天草警察署松島交番

⑧山腹崩壊（美里町）
⑦合津排水機場
（上天草市）

⑥⑤

④大谷川 （八代市）

④
⑩

①

⑥上豊内１地区 （甲佐町）

②
③

②国道443号 （八代市） ③有明倉岳線（天草市）

⑤畑中川（宇城市）

⑦ ⑧⑨
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